
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三鷹の森学園Ｃ Ｓ
コミュニティ・スクール

 だより 

～地域は学校を支え、学校は地域を結ぶ～ 

宇宙からのステキなおくりもの・・・ 

金環日食観察会 
2012.５.21 

三鷹の森学園では、五小、高山小、                    三中の校庭で、大人も子ども

もみんな一緒に空を見上げました。わくわく、              ドキドキを共有した貴重な３０分

間。この日のために打ち合わせを重ねてくださっ            た理科の先生方、三鷹ネットワーク

大学の星のソムリエさん、子どもたちの安全のため          に通学路に立ってくれた保護者、地域

の皆様、三鷹警察の方々、本当にありがとうございました。 

三鷹の森学園 副学園長 

第五小学校 校長 鈴山 尚子 対話する理科授業 
理科では、様々な「自然の事柄、物、現象」を対象にして

学習を行います。学習指導要領では、対象の特性や子供の見

方や考え方などに基づいて、対象を次のような内容の区分に

整理しています。 

生命  地球  物質  エネルギー 

 こうした自然の事柄、物、現象に親しむ活動を通して、子

供が感じる不思議さや驚き、面白さが学習のスタートです。 

 ○これまでに子供自身が持っている自然観では、説明でき

ないような対象に出会った時 

 ○自分と友達の考え方が違っている時 

子供は、「知」の揺らぎを感じます。「知っている」のではな

く、「知っているつもりだった」ことに気付きます。 

 ○美しさや面白さ、可愛らしさなどを感じた時 

 

 

子供は、もっとその対象と関わりたくなります。 

こうした知的好奇心や関心が高まると、子供は自ら追究

したい「問い」を見つけます。そして「問い」の答えを追

究していく過程では、常に具体的な自然の事物、現象とか

かわり、友達とかかわっていきます。つまり、観察や実験、

飼育、栽培、ものづくりなどを通して、子供が自然の事物・

現象と対話し、子供と子供が対話していく中で、「問い」の

答えを見つけていきます。 

 三鷹の森学園は、玉川上水や井の頭公園、学校農園など

の恵まれた自然環境という強みがあります。学習活動への

活かし方を３校の教員の連携で、様々に考えることを楽し

みながら、理科の授業を充実させていきたいと思っていま

す。 

 

第 13号 



 

三鷹の森の 

理科学習 
 

 鈴山先生のお話からもわかるように、三鷹の森学園

では恵まれた自然環境をいかして理科教育を充実し

ていきたいと考えています。  

 新しい学習指導要領では、理数教育の充実を重点の

ひとつとしています。三鷹の森学園では、理科を重点

指導教科に取り入れ、学力の向上を図っています。中

学校と小学校の先生の理科を専門に授業研究するチ 

ームがあるのをご存じですか？（理科分科会といい 

ます。） 

三校の理科分科会の先生方はミーティングと研

究授業を重ね、意見交換を活発に行い、理科好きな

子どもを育てるための授業づくりに努めているそ

うです。 

天文イヤーとなった今年、５月の金環日食などの

観察会をスタートに、子どもたちの自然への興味・

関心を広げていきたいですね。 

 

 

 

五小 5年 

メダカの卵の観察 

青虫どこにいる？ 

学校花壇のキャベツの中だよ。 

 

チョウの幼虫の食草でバタ

フライガーデンを造園中。たく

さん来てくれるかな。 

五小 6年 

複数の教員で授業中 
（ティーム・ティーチング） 

高山小 3年 

同じ時間に五小でも同じ内容の授

業を行い、両校の先生方が授業の様

子を報告し合うことで内容の濃いも

のにしていきます。 

高山小のオープンスペース

を利用した観察コーナー 

三中 1年 

でんぷんが葉緑体で作ら

れていることを観察 

空き地の草むらで地域の方々に

見守られながら自然観察をさせて

あげられたら…三鷹の森の先生方

の思いです。自然いっぱいの空き地

をお持ちの方、ご協力いただけると

嬉しいです。 

6/12 高山小 3年 

モンシロチョウの卵、幼虫の観察 



 

三鷹の森の運動会 

 

三鷹の森の先生たち 

中学校の運動会種目に参加する

６年生。「ゴール!!」ハイタッチ

で、勝利を喜び合う子供たち。 

（三中運動会 6/2） 

「こんにちは。お茶をどうぞ」

思いやり席の方にお茶を出し

てくれる中学生。 

（五小運動会 5/26） 
今年度、新設された三中陸上

競技部。運動会でも大活躍。

今後に期待がかかります。 

運動会での小・中の関わりは、学園内の交流活動の一つです。 

高山小児童からバトンをもらう五小児童、後ろで盛り上げる三中生。 

運動会でも、心はひとつ！こうやって三鷹の森はますます強くつな

がっていきます。 

 

生徒会が 6年生のために用意

した種目。 

「二人三脚障がい物リレー」 

学園研（健全育成）6/7 

コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育に

取り組む三鷹の森の先生方。各教科の分科会で授業の内容

について意見交換したり、学園全体会議で子供たちの様子

を報告し合ったりしながら連携を強めています。 

ウェーブ

で応援す

る三中生 
 

 

三鷹の森の子供たちは、自分たちの

町を元気にしようと、サマーコンサー

ト（8/24）やあいさつ運動（7/13～）、

地域清掃などに積極的に取り組んでい

ます。 

元気な子供たちの笑顔を見に、是非

ご来校ください。 

三鷹の森！ 

豆情報♪ 

五小・高山小の先生方は

教職員バレーボール大会に

向けて、一緒に練習試合な

どもやっているそうです。 

頑張って下さ～い。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｃ Ｓ 委 員 会 

役員会 
学 園 長：萩野幹夫  

副学園長：鈴山尚子  

副学園長：賞雅技子  

 

会 長：石井章夫 

副会長：小池敏雄 

副会長：篠原秀和 

副会長：高島和美 

 お知らせ 

高山小学校の前年度の課題の改善策と今年

度の学校経営方針について報告がありました。 

◆遅刻児童への対応 

児童の登校時間に合わせて 8 時 15 分に担任

が教室で迎える体制に変更したことで激減し

ました。 

◆教室不足の対応 

大規模集合住宅建設に伴い、将来的にも教室

不足が懸念されます。 

CS委員会からも、中期的な対応を求める声が

あり、ともに取組んでいきます。 

 

学校教育の充実や生涯学習の推進など教育振興を目的とし

た基金です。例えば、理科の実験器具！体育の跳び箱！外部

講師を招いた授業！もちろんコミュニティ・スクールの活動

にも！etc… 寄付をいただいた方のご意思にそって活用され

ます。「三鷹の森学園の子どもたちのために」が実現します！

皆様のご寄付をお待ちしています。 

お問い合わせ 総務課 ℡４５－１１５１（内線３２１３） 

高山小学校運営協議会

広報部 部会委員 

      

目黒磨紀 高井明子 松谷由美子 

猪越郁子 

 

さん 

柴田千恵子 荒井佳代子 

部会の実務的

な活動をお手

伝いします。 

「ソフトバレーボール」

や「花いっぱい」の実行

委員会も続々登場予定！ 

「ＣＳ便りお届け」な

ど、1回限りのお仕事を

してくださいます。 

ＣＳボランティア 

地域部 部会委員 

谷口敏也 井上 篤 萬木佳子 

賀部伸一郎 石井秀明 

サポート部 評価部 広報部 住協担当委員 漢検・英検 

実行委員会 

○○ 

実行委員会 

○○ 

実行委員会 

地域部 

菊島成二 

岡本ひろみ 

田所 孝 

小山雅巳 

大川民雄 

高橋正典 

渡辺真弓 

 

西野美由紀 

板橋利定 

則信美樹子 

浅見 忍 

吉野恵蔵 

村井訓子 

高島和美 
（井の頭 C.C） 
 

尾崎晴美 
(牟礼 C.C) 

（漢検委員長） 

 

 

部   会 実行委員会 

副会長 

 

こ実行委員会 

CS 委員集合写真 

 


